





































( J I ）按読とは何か







( I I I) 日本語の接続表現形式のいろいろ





れた。基本的人権の中心は、個人の自由である。 J （加藤周一－ ！＇.＇現代日本私注』）











"Este (a)livro procura estudar a forma~'ito da literatura brasileira como s(ntese 
印 tend~ncias unive 「 salistas e particularistas.Embora elas(b)nao ocorram isola-
- 90 一
加， mas se c州iinem de 剛o vAr i o a cada Dasso 的de as pr、 in
r、I . ,.J I 
soes. aquelas(c) parecem <Jom1nar nas concep~oes neoclassicas. estas(d) nas roｭ
/ 
mSnt icas ，ー o que(el convida, alem de motivos expostos ahaixo,a dar realce aos 
(0 A • • ,.J 
respectivos Deridos”(Candido, Antonio -Forma~ao da Literatura Brasi leira）では
Este(a）はただの指示代名詞としての機能を担っている（この本）。 Concordance のため、
「本」と同じく、性は男性、数は単数である。 elas(h）は主語代名詞（ pronome pessoalJ 
だが、前文のtcndencias universal istas e particural istas を指すことで接続機能をも
っている。しかし、ここで問題にしたいのは、制uelas(cJ と estas(d ）である。女性、複数
八代名詞のこのこつの語は、 tendencias universalistas と (tendれci asJ part i cur a I i s-















































書きことは‘的であり、 『て』形接続が話しことは．的である」（注4 -PJ. 395 ）のが一般
的だが、上の例文では、 「て」と中止法が混用されている々しかし、話しことば的な文体
であるため、 「て」形が多用され、中止法は動詞に一回、形容詞に二回ある。これは、頻
度が低いにもかかわらず、 「て J 形が頻用されている文中で、さっぱりした調子を文章全
体にもたらす感じがする。接続詞「それからj は指示代名詞「それ」と助詞「から J で成














る 3 前件「日本は火山が多い」を Aとし、後件内容「温泉もたくさんある j を B として説
明を加えたい〈 ( 1 ）では一旦ピリオドを打って、 A と B との聞は接続詞によって因果関
係が保たれる。この場合、接続詞なしで・ただ．文を重ねるだけでは、その関係が見失われる
恐れがあると思う， 「だから」は、従って、後件に結果としての役割を与える。距離と意
味の関係を探るとすれは．、接続詞「だから J はAより Bに接近していると思う。 { 2 ）例
文では、接続助詞の職能、つまり、
「前件の表現を未完結のままにして、後件と関係づけ結び合わせるものである J （注 2-
pp.553）ことから Aと接続助詞は密接な関係であり、 Bは必ずなくてはならない：要素であ
る r
f ，、Jポルトガ It..·語で接続機能をもっている品詞（ classe cle vocahulo ）はCONJUNy初（英語
のCONJUNCT! ON ）である。これを Evani lcto Becharaは次のように定義している v
"ConjurH;}lo ea 仰ressao que Ii ga oraぴes 肌伽tro da mesma ora~吉o. palavras 
que ten ham o mesmo va I orou fun~~o”（注雪）
すなわち、
「文節と文節又は文節内では構文的に対等した語を結ぶ語（または連語） .J 
< Jとなる 9 以上の定義で分かるように、 Conjun~ao は日本語の接続しにも接続助詞にも相当
する ポルトガ1i·語では助詞の概念がないため、接続助詞とは無関係だ、と思われるが、
日本語の一つの文内の文節と文節の結びはこれによって行なわれることが多いので、ここ
,J で強調したいことは、ポIt..· ト yヴル語文法研究ではConjun~ao を文節と文節との接続語とし
て重視しすぎ、文と文、段落と段落との接続語のConjuncao の研究はあまりないことだ，
すなわち、日本語の接続詞に相当するConjuncao の研究は乏しいA
-'- I d¥. Conjuncao は大きく Coorrlenativa ｛等位接続し）と Sullornati va （従位接続し）に分類
する。その用法を少し説明してみる。
. Aos 59 anos. do is. f i I hos. 伽O rle um 削 d「 io de 7.800 c川zados novos no Sena 
clo Fede 「al ’ Mario covas tern um pe 「 fi I rlaquele candicato que(al. a julga 「 pela
nu me 「ologia dos institutos de pesquisa de opiniao e(hl pelo estado de esp(rito 
I atua I dos el ei tores ‘ estaria 1>redestinado a naufragar nas ultimas colocasoes rla 
sucessao do pres i den te Sa rney. 
As 16 horas da quarta-feira da semana passClda. contudo!c). ao sullir a trihunCl 
do SenCldo Federal PClra f<lzer o lan¥amento de sua candidatura atrav~s de um dis-
〆 I I 
curso de qua 「enta minutos. Hario Covas produziu algo inerlito ate agora na su-
cess言o nresidencial: um conjunto de ideias e(d). mais que isso. um conjunto de 





上記の文章は二文と二段落で成り立ち、 Conjun~ao が三つある。 que(aJは名詞candida-
toを修飾する文節”estaria predestinado .. presictente Sarney'＇を誘導する機能をもっ
Conjuncao suborclinativa substantiva completiva nomina i である。 e( ll ）は、日本語の接
続助詞「と J に相当し、＂pela numerologia dos institutos de pesquisa de opini~o”と”
” pelo esta<lo de espfrito atual dos eleitores”を接続している今 e(d ）は ’' mais que 
i sso” （「それ以上に」のい）の前に位置し、ただの並立の接続詞ではなく前件の”con­
junto <le ideias”に説明を加えている。つまり、ただのconjunto de i cte'iasで・なく、 con­
junto <le ideias de primeira qualidacle だったということを強調するのに用いている。
,.J さて、 contuclo(c ）は接続の意をもっ等位接続しニ conju11~ao coordenativa adversativa 
（「しか L j に相当する）だが、文節と文節ではなく、二つの段落の内容を接続する。そ
の内容というのは、必ずしも逆接的な意味をもっていないので、接続し contudo の役割は
非常に大きい守














件との関係の認定は、話し手の立場においてなされる，. J （注 2 -ｵp, 553) 
この定義は井手至氏によるものだが、接続機能を具有し、構文論的な独立性を保持し、
文の成分になる語のことを指しているつ品詞のーっとして扱っている w 本稿では、この定










































ことは上に述べた υ 例えば、指示語の｜それ！に助詞がついた接続詞が多い。 「それから J
f それで〕、 「それでも j 、 「それなら J 、 「それに j など、
井手至氏が指摘Lているように、接続詞は思考内容を明確に展開させようとする、話し








































尚、分析は『基礎日本語 2 』（注 3 ）によるところが多く、小説の実例は、 「近代文学
の接続語」で調査された諸小説を利用したので、あらかじめ記しておく。
①「しかし J 、 「しかしながら J
「しかしながら J は「しか十あり＋ながら」から成り立った Lので、副詞として上代か
ら使われていた， j~援の意味はもっていなかった， 「しかし J という形が成り立ち、 「 L
かしながら」も接続詞に転成したのは、中世から近世にかけての時期とされている。 「し
かし」が会話に、 ［しか Lながら i が文章（当時にはくだけた文体のものに限られて使用
されていた）に使い分けられ始めたのもこの時期で、現在では「しかし」は話し言葉（女
性言葉ではない）と Lても、書き言葉としても広く使われている令 「しかしながら j は、
演説や論文のような固い文体に用いられているの
大正7年にでた有島武朗の小説には「然し」が16回用いられているのに対し、 「然しな






































以上の二つの例文では、 「しかし J の逆接の意味が弱い、 .i!X: ~ Eはその意味さえないとも






（中国新聞－ 89年 9 月 10日）
この場合も対比の「しかし J である。




②「がJ 、 「だが j


















だから、 「百花のシンボルのようにサクラはなっている J ということを断定できる ν シン
ボルだから、他の花と比べて「すぐれて美しく」なければならないと推測されるが、著者
は、別の意見である。 「百花のシンボル l にもかかわらず、他の花に比して「決してすぐ
れて美ししりとはおもっていない，ことだ《著者の価値観を基準にすれば、 「だが」は逆接
の意味関係で両件を接続している。
③「ところが j 、 「それなのに」、 「しかるに」
「「ところが！は前の文の内容から当然想像する方向と大はばに違うことを持ち出すとき






僕に進んで手を貸そうとして呉なかった h J （梅崎春生ー『突堤にて』）では、手を借
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れるや 「ところが J の場合は前の内容と後の内容とは論理矛盾ないし意外性が大きい。
「それなのに J 、 「 Lかるに l L 、前の文で述べたような成り行きがあるにも拘らず、そ
れに反して、遣う結果が生ずる場合に用いることでは「ところが j と同ヒ意であるむしか
L 、上の例では、 「それなのに」と置き換えができない。 「それなのに」が話し言葉で、
「しかるに _J が書き言葉である。 「それなのに j には話し手の未諌のような気持ちが見ら
れ、後の文の内容を認めたくない感じが残るようである e 「それなのに」の助詞の部分の
「ヘのに J が、 「”前件がそのような事実であるにもかかわらず、あえて後件の事実であ
る”という逆接ゆえ、後件を省略することによって、”前件の事実から予想し期待してい
たにもかかわらず”という期待はずれの事実に対する不満の気持ちを含めた言い方となる。
なぜだろうと p う気持ちを伴う。」（注 3 -PJL 384 ）からである。 「しかるに」は文章に
しか使用されない接続詞だが、文章中でも頻度が低い。多くの作家や随筆家は、同じ意味
の外の接続詞を妻子んで使う＋ 「しかるに J は固い表現である。
「「平等」の少くとも一面は、あきらかに内発的であるのしかるに「自由 i は、 「自由民






「前の文の内容を認めつつ、同時に後に述べる事柄も共存することを表す J （注 3 -pp 
79 ）ので、前件と後件とが互いに矛盾する関係だとは限らない。 「しかし」よりくだけた
語だが、外の語群に比べると書き言葉の表現である。田山花袋は「ー兵卒J て‘三 「である












「それにもかかわらず J の言い方も使われる。窓味は、 「前の状況から当然想像される










ている。 J （喜多村和之·－ !l'大学教育の国際化一外からみた日本の大学』）
この例文では接続助詞「～が l と伴った「それにも拘らず」の用法のように、文中にも
使われる。 「環境や条件 J によって評価は異なるが、留学生がそれとは別に、共通の意見
を持っている、としけ意味に受け取るべきあろう¢
＠！ 「でも」、 「それでも｜、 「それにしても」、 「そht：： しては J
「でも J は断定の助詞の「だ j から成り立っているので、前のぷんの内容を認め、それ
に対する事柄や事実を自分の意見として出す接続詞だが、文章には使わない。









される極端な状況である J （注 3 -plJ. 328) 「それにしても」にたいして、 「それにし
ては」は、 「予知した事態と現状とが逆の状態にあるため、プラスにマイナスされる状況
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